
飯
谷

小
学

校
総

括
評

価
表

自
己

評
価

学
校
関
係
者
評
価

次
年
度
へ
の
課
題
と

重
点
課
題

重
点
目
標

評
価
指
数
と
活
動
計
画

評
価

学
校
関
係
者
の
意
見

今
後
の
改
善
方
策

（
全
校
レ
ベ
ル
）

評
価

指
数

評
価
指
数
の
達
成
度

（
）
内
数
字
は
人
数

総
合

評
定

保
護
者
・
学
校
評
議
員
感
想
等

教
職
員
の
学
校
運
営
の

１
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
，
学
校
運
営
さ

①
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ー
セ
ン
ト
は
，
Ａ
と
Ｂ
の
回
答
者
の
割
合

（
評
定
）

・
先
生
方
が
，
一
人
一
人
に
応
じ

①
学
校
長
に
よ
る
学
校
経
営

参
画
意
識
を
高
め
る
。

れ
て
い
る
。

Ａ
よ
く
あ
て
は
ま
る

１
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
４
）
Ｃ
（
２
）
Ｄ
（
０
）

７
５
％

て
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ

方
針
に
つ
い
て
は
，
今
年

２
教
職
員
の
校
務
分
掌
が
，
適
正
公
平
に
分
担
さ

Ｂ
だ
い
た
い
あ
て
は
ま
る

２
Ａ
（
０
）
Ｂ
（
４
）
Ｃ
（
３
）
Ｄ
（
１
）

５
０
％

Ｂ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
か
げ

度
の
課
題
を
踏
ま
え
，
学

れ
て
い
る
。

Ｃ
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

３
Ａ
（
３
）
Ｂ
（
４
）
Ｃ
（
１
）
Ｄ
（
０
）

８
８
％

で
子
供
が
楽
し
く
学
校
生
活
を

校
評
価
や
教
員
評
価
項
目

３
全
教
職
員
の
協
働
体
制
に
よ
り
，
学
校
運
営
が

Ｄ
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

４
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
５
）
Ｃ
（
１
）
Ｄ
（
０
）

８
８
％

（
所
見
）

送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

に
反
映
し
て
い
く
。

な
さ
れ
て
い
る
。

５
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
６
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修

４
事
故
・
事
件
・
災
害
な
ど
に
対
し
て
迅
速
に
対

活
動

計
画

活
動
計
画
の
実
施
状
況

・
校
務
の
適
正
公
平

・
今
年
の
飯
谷
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ

に
つ
い
て
は
，
座
学
だ
け

処
で
き
る
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

な
分
担
に
つ
い
て

ィ
バ
ル
，
皆
，
そ
れ
ぞ
れ
に
生

で
な
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

５
い
わ
ゆ
る
「
風
通
し
の
よ
い
職
場
作
り
」
の
実

①
学
校
長
に
よ
る
学
校
経
営
方
針
説
明

①
４
月
の
職
員
会
，
５
月
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に
お
い
て
経
営

は
，
教
職
員
か
ら
担

き
生
き
と
し
て
発
表
が
で
き
て

の
よ
う
な
形
態
で
行
い
た

現
に
向
け
，
努
力
が
さ
れ
て
い
る
。

説
明
を
行
っ
た
。

当
希
望
を
聞
け
な
か

い
ま
し
た
。
人
前
で
大
き
な
声

い
。

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
を
醸
成
さ
せ
る
研
修

②
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
職

っ
た
こ
と
も
あ
り
，

で
発
表
す
る
こ
と
は
，
意
外
と

③
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

（
下
位
組
織
レ
ベ
ル
）

朝
や
終
礼
で
注
意
喚
起
を
常
に
行
っ
た
。

偏
り
が
あ
っ
た
。

勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
が
，
皆
，

つ
い
て
は
，
要
領
を
ま
と

①
教
頭
［
担
当
組
織
名
］

③
避
難
訓
練
の
実
施
及
び
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

③
年
度
始
め
に
，
防
災
等
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
周

・
小
規
模
校
で
教
職

堂
々
と
し
て
い
て
良
か
っ
た
で

め
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
よ

②
教
務
主
任
［
担
当
組
織
名
］

の
周
知

知
し
，
避
難
訓
練
を
行
う
際
は
，
全
教
職
員
で
共
通
理

員
の
数
も
少
な
い
と

す
。

う
な
冊
子
を
作
成
す
る
。

解
を
図
っ
た
。

い
う
実
情
か
ら
，
校

・
今
年
の
運
動
会
の
「
ミ
ッ
キ
ー

④
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い

④
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
保
持
増
進

④
職
員
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
，
観
察
や
面
談
を
通
じ
て

務
遂
行
の
協
力
体
制

マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」
演
奏
の
時
，

て
は
，
気
軽
に
相
談
で
き

把
握
し
た
。

を
構
築
し
，
風
通
し

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
ふ
く
人
が
い

る
体
制
を
整
備
し
た
い
。

⑤
学
校
行
事
，
教
育
活
動
等
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
マ
ネ
ジ

⑤
行
事
ご
と
に
反
省
を
行
い
，
取
組
に
つ
い
て
評
価
し
次

の
よ
い
職
場
づ
く
り

な
か
っ
た
で
す
け
ど
，
も
う
ト

⑤
教
育
活
動
等
の
点
検
評
価

メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
点
検
評
価

年
度
に
活
か
す
よ
う
に
記
録
を
残
し
た
。

に
さ
ら
に
努
め
て
い

ラ
ン
ペ
ッ
ト
は
ふ
か
な
い
の
で

に
つ
い
て
は
，
さ
ら
に
評

⑥
校
内
評
価
委
員
会
で
，
教
員
評
価
と
学
校
評
価
を
つ
な

き
た
い
。

す
か
？
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
も
あ
っ

価
と
改
善
を
行
い
た
い
。

⑥
教
員
評
価
の
実
施

げ
た
。

た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
け

⑥
教
員
評
価
の
完
全
実
施
を

ど
…
？

行
う
。

（
全
校
レ
ベ
ル
）

評
価

指
標

評
価
指
数
の
達
成
度

（
）
内
数
字
は
人
数

（
評
定
）

保
護
者
・
学
校
評
議
員
感
想
等

わ
か
り
や
す
い
学
習
指

６
学
力
向
上
に
向
け
，
児
童
一
人
一
人
の
学
力
面

①
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ー
セ
ン
ト
は
，
Ａ
と
Ｂ
の
回
答
者
の
割
合

・
ゲ
ー
ム
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
，
①
学
力
に
つ
い
て
は
，
所
見

導
と
個
に
応
じ
た
生
徒

で
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
が
把
握
で
き
て
い
る
。

Ａ
よ
く
あ
て
は
ま
る

６
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
６
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

Ｂ
子
ど
も
が
興
味
を
持
っ
て
授
業

で
述
べ
た
課
題
の
解
決
に

指
導
を
行
う
。

７
各
教
科
の
授
業
運
営
に
お
い
て
，
「
わ
か
り
や

Ｂ
だ
い
た
い
あ
て
は
ま
る

７
Ａ
（
１
）
Ｂ
（
７
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
て

向
け
て
，
漢
字
検
定
や
計

す
い
授
業
づ
く
り
」
の
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｃ
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

８
Ａ
（
１
）
Ｂ
（
６
）
Ｃ
（
１
）
Ｄ
（
０
）

８
８
％

（
所
見
）

い
た
。

算
検
定
の
実
施
内
容
に
つ

８
各
種
研
修
や
研
究
授
業
等
の
成
果
を
，
自
ら
の

Ｄ
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

９
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
５
）
Ｃ
（
１
）
Ｄ
（
０
）

８
８
％

・
パ
ソ
コ
ン
を
取
り
入
れ
た
授
業

い
て
見
直
し
を
行
う
。

授
業
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

1
0
Ａ
（
３
）
Ｂ
（
５
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

・
全
国
学
力
・
学
習

で
あ
っ
た
。
マ
ウ
ス
の
使
い
方

②
校
内
研
修
に
つ
い
て
は
，

９
児
童
の
家
庭
学
習
が
充
実
し
た
も
の
に
な
る
よ

1
1
Ａ
（
１
）
Ｂ
（
７
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

状
況
調
査
・
徳
島
県

が
少
し
ぎ
こ
ち
な
い
子
も
い
た

人
権
教
育
だ
け
で
な
く
，

う
，
保
護
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

1
2
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
６
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

が
，
４
年
生
と
し
て
は
上
手
に

学
力
向
上
や
生
徒
指
導
な

1
0
教
育
課
程
の
完
全
履
修
に
向
け
，
教
育
計
画

1
3
Ａ
（
１
）
Ｂ
（
７
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

プ
テ
ス
ト
の
結
果
，

使
え
て
い
た
。

ど
幅
広
い
分
野
で
の
研
修

に
そ
っ
て
授
業
を
進
め
て
い
る
。

1
4
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
６
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

国
語
に
お
い
て
は
，

・
ロ
ー
マ
字
の
学
習
で
あ
っ
た
が
，

が
必
要
で
あ
る
。

1
1
児
童
一
人
一
人
の
内
面
を
理
解
し
，
個
に
応

1
5
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
５
）
Ｃ
（
１
）
Ｄ
（
０
）

８
８
％

「
読
む
」
こ
と
に
関

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
に
よ
り

③
人
権
教
育
に
つ
い
て
は
，

じ
た
指
導
が
で
き
て
い
る
。

活
動

計
画

活
動
計
画
の
実
施
状
況

す
る
こ
と
が
低
く
，

楽
し
そ
う
だ
っ
た
。
ク
リ
ア
し

2
4
年
度
に
全
国
発
表
が

1
2
自
尊
感
情
を
有
し
，
ま
た
す
べ
て
の
人
を
大

特
に
，
文
学
的
な
文

た
数
で
８
割
等
の
値
が
出
て
，

あ
り
，
2
3
年
度
の
取
組

切
に
し
よ
う
す
る
，
人
権
感
覚
に
優
れ
た
児
童

①
学
力
向
上
検
討
委
員
会
の
開
催

①
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
や
徳
島
県
学
力
ス
テ
ッ
プ

章
の
表
現
の
工
夫
を

子
ど
も
か
ら
は
「
パ
ー
フ
ェ
ク

が
発
表
内
容
の
中
心
と
な

を
育
成
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。

ア
ッ
プ
テ
ス
ト
結
果
の
分
析
を
行
っ
た
。
ま
た
，
学
力

と
ら
え
る
こ
と
に
課

ト
！
」
等
の
声
が
上
が
り
，
興

る
。

1
3
児
童
に
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ

向
上
推
進
員
が
研
修
内
容
に
つ
い
て
校
内
で
報
告
し

題
が
あ
る
。
算
数
で

味
を
持
っ
て
授
業
授
業
を
受
け

④
生
徒
指
導
・
特
別
支
援
教

る
た
め
，
日
常
的
な
指
導
が
継
続
で
き
て
い
る
。

た
。

は
，
ど
の
領
域
も
，

て
い
た
。

育
に
つ
い
て
は
，
問
題
行

1
4
児
童
に
集
団
生
活
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
守
る

②
校
内
研
修
（
授
業
研
究
会
）
の
実
施

②
今
年
度
は
，
人
権
学
習
の
授
業
研
究
会
を
全
学
級
で
行

知
識
と
し
て
か
な
り

・
先
生
と
子
ど
も
の
間
に
一
体
感

動
の
有
無
に
か
か
わ
ら

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
，
指
導
で
き
て
い
る
。

い
，
授
業
改
善
の
参
考
と
し
た
。

定
着
し
て
い
る
と
考

が
あ
り
，
人
間
関
係
が
う
ま
く

ず
，
常
に
情
報
を
共
有
し
，

1
5
児
童
の
問
題
行
動
や
指
導
を
要
す
る
事
案
が

③
徳
島
市
人
権
教
育
研
究
大
会
の
開
催
（
会
場
校
）
③
子
ど
も
と
保
護
者
に
人
権
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

え
ら
れ
る
。
し
か
し
，

い
っ
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
っ

組
織
的
な
取
組
が
重
要
で

お
き
た
時
に
，
学
校
全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら

施
し
，
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ
。

活
用
面
で
は
，
見
方

た
。

あ
る
。

え
，
対
処
で
き
る
指
導
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い

④
校
内
生
徒
指
導
委
員
会
（
校
内
就
学
指
導
委
員

④
定
期
的
に
生
徒
指
導
や
特
別
支
援
教
育
関
係
の
委
員
会

を
変
え
た
別
の
方
法

・
子
ど
も
が
見
る
役
に
な
っ
て
い

る
。

会
）
で
の
共
通
理
解

を
開
き
，
全
教
職
員
で
共
通
理
解
を
図
り
，
組
織
的
に

を
考
え
，
そ
れ
を
記

た
り
，
普
段
の
参
観
授
業
で
な

取
り
組
ん
だ
。

述
す
る
こ
と
や
，
き

く
，
保
護
者
を
巻
き
込
ん
だ
楽

（
下
位
組
織
レ
ベ
ル
）

ま
り
を
見
い
だ
し
例

し
い
授
業
だ
っ
た
。

①
学
力
向
上
推
進
員
［
担
当
組
織
名
］

を
作
る
こ
と
に
課
題

・
先
生
の
話
術
が
巧
み
で
，
子
ど

②
人
権
教
育
主
事
［
担
当
組
織
名
］

が
あ
る
。

も
た
ち
を
う
ま
く
授
業
に
引
き

③
生
徒
指
導
主
任
［
担
当
組
織
名
］

込
ん
で
い
た
。

（
全
校
レ
ベ
ル
）

評
価

指
標

評
価
指
数
の
達
成
度

（
）
内
数
字
は
人
数

（
評
定
）

保
護
者
・
学
校
評
議
員
感
想
等

家
庭
や
地
域
と
の
連
携

1
6
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
，
①
教
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ー
セ
ン
ト
は
，
Ａ
と
Ｂ
の
回
答
者
の
割
合

・
飯
谷
丸
は
い
つ
も
楽
し
み
に
し

①
学
校
だ
よ
り
の
発
行
及
び

を
図
り
，
「
開
か
れ
た
学

学
校
へ
の
思
い
や
願
い
を
聞
い
て
い
る
。

Ａ
よ
く
あ
て
は
ま
る

1
6
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
３
）
Ｃ
（
３
）
Ｄ
（
０
）

６
３
％

Ｂ
て
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
学
校

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

校
」
づ
く
り
を
行
う
。

1
7
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
す
る
な
ど
し

Ｂ
だ
い
た
い
あ
て
は
ま
る

1
7
Ａ
（
０
）
Ｂ
（
４
）
Ｃ
（
３
）
Ｄ
（
１
）

５
０
％

で
の
様
子
や
，
飯
谷
の
私
た
ち

更
新
に
つ
い
て
は
，
保
護

て
，
学
校
の
様
子
を
地
域
や
保
護
者
に
向
け
て

Ｃ
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

1
8
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
６
）
Ｃ
（
０
）
Ｄ
（
０
）
１
０
０
％

（
所
見
）

も
知
ら
な
い
よ
う
な
所
が
載
っ

者
等
に
情
報
を
適
正
か
つ

効
果
的
に
発
信
で
き
て
い
る
。

Ｄ
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い

1
9
Ａ
（
２
）
Ｂ
（
３
）
Ｃ
（
３
）
Ｄ
（
０
）

６
３
％

て
い
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

迅
速
に
提
供
し
て
い
き
た

1
8
家
庭
訪
問
や
個
人
懇
談
時
の
み
で
な
く
，
必

2
0
Ａ
（
１
）
Ｂ
（
６
）
Ｃ
（
１
）
Ｄ
（
０
）

８
８
％

・
昨
年
度
ま
で
で
き

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
一
新
さ
れ
て

い
。

要
に
応
じ
て
保
護
者
と
の
間
で
き
め
細
か
な
教

活
動

計
画

活
動
計
画
の
実
施
状
況

て
い
な
か
っ
た
，
学

良
い
と
思
い
ま
す
。

②
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

育
相
談
が
で
き
て
い
る
。

校
だ
よ
り
の
発
行
と

・
桜
の
木
の
下
で
鳴
滝
音
頭
を
踊

つ
い
て
は
，
さ
ら
に
地
域

1
9
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
に
お
い
て
，
地
域

①
学
校
だ
よ
り
の
発
行
及
び
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

①
学
校
だ
よ
り
「
飯
谷
丸
」
を
１
６
号
発
行
し
，
学
校
生

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

っ
て
い
た
が
，
子
ど
も
だ
け
で

の
人
材
を
発
掘
し
，
活
用

の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

ジ
の
更
新

活
の
様
子
を
保
護
者
等
に
発
信
す
る
と
と
も
に
，
ホ
ー

新
を
行
う
こ
と
が
で

な
く
保
護
者
も
私
も
参
加
し
，

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

2
0
地
域
に
対
し
「
開
か
れ
た
学
校
」
と
な
る
よ

ム
ペ
ー
ジ
も
適
宜
更
新
し
た
。

き
，
学
校
か
ら
保
護

楽
し
い
取
組
だ
っ
た
。

③
「
開
か
れ
た
学
校
」
づ
く

う
な
方
策
を
，
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。

②
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
「
飯
谷
の
町
」
に
つ

②
４
～
６
年
生
が
，
「
飯
谷
の
町
」
に
つ
い
て
テ
ー
マ
を

者
や
地
域
の
方
に
情

り
に
つ
い
て
は
，
地
域
の

い
て
調
べ
活
動
を
実
施

選
ん
で
調
べ
活
動
を
行
い
，
地
域
の
方
か
ら
飯
谷
特
産

報
発
信
を
す
る
機
会

方
を
招
待
す
る
だ
け
で
な

（
下
位
組
織
レ
ベ
ル
）

の
食
材
提
供
を
受
け
た
。

が
増
え
た
。

く
，
校
区
を
で
か
け
交
流

①
教
頭
［
担
当
組
織
名
］

③
学
校
行
事
等
に
地
域
の
方
を
招
待

③
地
域
の
方
に
２
月
の
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
案
内
を

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

②
情
報
教
育
主
任
［
担
当
組
織
名
］

届
け
，
多
く
の
方
が
参
観
に
来
た
。

「
評
定
」
の
基
準

Ａ
：
十
分
達
成
で
き
た

Ｂ
：
お
お
む
ね
達
成
で
き
た

Ｃ
：
達
成
で
き
な
か
っ
た


